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区分 （3）やや遅れている。
理由
研究実施計画では、3年目までに実施計画には、「①様々な河川における精度検証を行う」「②予測雨量を用いた場合の精度検証」「③他の洪水予測手法との比
較」を終えることを予定していた。現在までに、①②国内自治体の複数河川におけるモデル構築・精度検証、予測雨量を用いた場合の精度検証が実施できている
が、③について十分でない。また自治体や関係機関との関係や、コロナウイルスによる学会延期・諸活動の制限などの影響があり、研究期間延長を申請してい
る。
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１．研究種目名　　　 18K13843

部局

本研究の目的は、高解像度な雨量データを活用して、人工知能を用いた河川水位予測モデルの構築および適用性検証を行うことである。これまで予測が困難とさ
れてきた都市中小河川を対象に、迅速かつ高精度な河川水位予測の実現を目指している。研究1年目には、研究実施計画に沿って、鶴見川の都市中小河川流域に
おいて深層学習を用いた水位予測モデルの構築・検証を行っている。研究2,3年目の実施計画には、「①様々な河川における精度検証」「②予測雨量を用いた場
合の精度検証」「③他の洪水予測手法との比較」を挙げている。実施計画①②に沿って、研究2年目における2019年度は、日本国内の自治体が管理する3河川にお
いてモデルを構築し、実況雨量（XRAIN）などを用いた場合の60分先までの予測精度検証を行った。また実施計画③に沿って、深層学習のほかに、近年有力とさ
れる機械学習手法による水位予測モデルを構築し、既往研究の対象流域（1級河川）において適用性の検証を行った。研究3年目における2020年度は、関連する技
術として人工知能を用いて内水氾濫の浸水域を予測する技術に関する基礎検討を行った。その他にも、機械学習による予測手法全般で課題となっている外挿範囲
での予測性能を向上させるためのデータ拡張手法についてケーススタディを行い、有効性を実証した。またレーダ雨量と畳み込みニューラルネットワークを用い
た洪水予測について、入力データの時空間的な設定による影響について分析を行った。今後は、河川水位予測モデルについて複数モデルとの比較により有効性を
検討するとともに、氾濫予測など関連する周辺技術との融合について検討を行う。
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（令和４年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計2件（うち査読付論文　2件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　0件）

2022年

2023年

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
なし 有

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
河川技術論文集

西口 亮太・善光寺 慎悟・高木 康行・一言 正之 29

 ５．発行年
CNNによる流出解析における降雨の時空間分布の影響検討（搭載決定）

 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

-

有

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. B1 (Hydraulic Engineering)

 １．著者名  ４．巻

EVALUATION OF APPLICABILITY OF DATA AUGMENTATION METHOD FOR DAM INFLOW PREDICTION USING DEEP
LEARNING

 ２．論文標題

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －
 オープンアクセス  国際共著

I_175～I_180

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.2208/jscejhe.78.2_I_175

コロナウイルスによる学会延期や、自治体や関係機関との調整に伴い、学会発表・論文投稿が実施できなかったため。

 １．著者名  ４．巻
HITOKOTO Masayuki、ARAKI Takeru、HAKOISHI Kenta、ENDO Yuto 78

 ５．発行年

本研究の6年目（再々延長年度）となる2023年度は、モデル流域において、これまでに構築したモデルの実用性の検証を行う予定である。また近年のAI・機械学
習の技術動向を踏まえて、内水氾濫予測など関連技術との組み合わせについて検討する。

８．今後の研究の推進方策
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〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計1件

2022年

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

－

 ３．書名
AI×防災

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

電気書院 209
 ５．総ページ数 ２．出版社

 １．著者名  ４．発行年
古田 均、北原 武嗣、野村 泰稔、宮本 崇、一言 正之、伊藤 真一、広兼 道幸、高橋 亨輔
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